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CCUS研究開発・実証関連事業

安全なCCS実施のためのCO2貯留技術の研究開発

二酸化炭素地中貯留技術研究組合
連絡先：問い合わせ窓口 https://www.co2choryukumiai.or.jp/contact/

事業概要
安全かつ経済的な実用化規模のCO2地中貯留技術を確立するとともに、日本のＣＣＳ技術の海外展開、新産業創生の基盤作りを行う。大規模CO2圧

入貯留に係る安全管理技術の確立、大規模貯留層への有効圧入・利用技術の確立、およびＣＣＳの普及に向けた環境整備を進める。

➢国内外サイトにおける大規模CO2圧入・貯留に係る安全管理技術の
実用化検討
・光ファイバーを利用したマルチセンサーモニタリング技術の開発
・光ファイバー測定に基づく断層の水理的・力学的モデリング、
ジオメカニクス解析による断層安定性や健全性のリスク評価

➢国内外プロジェクト事例を活用した大規模貯留層の有効圧入・利用
技術の実用化検討や事業コスト評価
・複数坑井間の水理特性評価および坑井の最適配置
・我が国の地域特性に適したCO2圧入および貯留の多様化検討
・大規模・多様なＣＣＳ事業モデル検討、ＣＣＳ事業コスト評価
方法の確立及びＣＣＳ事業化のためのインセンティブ検討

➢ＣＣＳ技術の社会実装に向けての普及条件の整備
・ＣＣＳに対する地元住民の理解促進
・ＣＣＳに対する国民の理解促進、ＣＣＳ技術事例集の更新
・政府間のＣＣＵＳ協力に即した海外機関との技術連携、国際標準
化との整合や日本独自のＣＣＳ技術の海外展開など

二酸化炭素地中貯留技術研究組合のホームページが2026年３月にリニューアルされま
した。組合の活動・研究内容の詳細を紹介しております。
HPリンク：https://www.co2choryu-kumiai.or.jp/

組合HP QRコードはこちら
本事業で得られた成果は適宜国内のCCS事業者へ情報提供する

薛
✓坑井に光ファイバーを設置し、ClassVIルールの下、DAS（分布式音響計測）を実施
✓RTE10-SOV2で、圧入されたCO2プルームの広がりを確認
✓DASのみならず、温度、ひずみ計測を併用して、パイプラインから地下に圧入されたCO2まで
の範囲の挙動を包括的にモニタリング中

✓破砕帯を貫く新規圧入井（下図坑井の緑ライン）を2025年度
   に掘削
✓光ファイバーひずみ測定で破砕帯中の流体挙動を今後可視化

➢ Hydraulic and mechanical 
properties of fault zone 
estimated from fiber optic

     strain sensing

➢ Fault modeling, leakage,
     stability analysis

CO2排出源データベースの開発・公開 大規模CCSの事業化支援に向けて

CCSコスト試算ツール

CO２地中貯留に関する国内外の事
例を紹介し、我が国における将来の
CCS事業者のためのマニュアルとなるよ
うにまとめたもの。

第１章「基本計画」から第８章「閉鎖
後管理」までの８部で構成。

2025年度は、海底下CO2貯留に関
する国内外の事例を調査し、取りまと
めるとともに、全８章の公開に向けての
準備作業を実施した。その結果、全章
の整備が完了し、技術研究組合の
ホームページ等で公開中。
https://www.co2choryu-
kumiai.or.jp/

CO2地中貯留技術事例集の概要

米国North Dakotaサイトの光ファイバーマルチセンシング技術実証試験
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地震探査による断層の検出と特性評価

これまでより詳細なデータ収録及びその結果を含めたデータの
再解析により、地下構造の精緻な評価結果を取得

豪州Perth南部サイトの断層安定性評価実証試験

累計約67万トンのCO2圧入(2026年5月末時点)
圧入レート：500トン/日

✓CCSバリューチェーン構築に資するCO2排出源データベースを開発
✓2019年CO2排出データ*を基にしたデータベースは、100を超える企業・大学で活用中
✓ユーザーの意見を取り込み機能拡張を実施し、2023年データ版を2026年７月に公開開始

光ファイバー

事例集ダウンロードページの
QRコードはこちら

複数の想定シナリオに
応じた「試算ベース」で
の事業コスト比較・検
討が可能。
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ケース毎のグラフ（並列表示 

CAPEX/OPEX別表示）

各種グラフとデータファイルと

の出力例 ↓

2025年度に
①排出源にセメント工場、製鉄所、
CO2分圧
②パイプライン輸送に気相、船舶の
中圧
③出力データに感度解析用のグラフ
及びCVデータ出力機能を追加

想定シナリオ例：

感度解析用のグラフ 例：CO2処理量ベース

＊各種緒元の中で何が全体の試算結果を左右

する最大の主要因になっているかがわかります。
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PL

PL

排出源

排出源

排出源

輸送

輸送

輸送

*CO2排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律に

基づく「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」の

データをもとに、組合独自の算定法により直接排出量を推計

使用例：内陸型クラスターの分析

✓2050年カーボンニュートラルに向けて1.2～2.4億トン/年規模のCCS導入が目安とされている
✓国内のCO2排出源の長期変化を推定し、CCS拠点を視覚的に表示することにより、
ビジネス予見性の向上を目指す

CO2回収量の推移の一例
2050年のCO2輸送

ネットワークの一例

・ パイプラインや内航船に

よるクラスター化

・ 国内/海外貯留サイト

の活用


